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14：00～16：10大田原市役所南別館 2階会議室 1 

出席者：小林雅彦会長、吉岡博美副会長、屋代紀明委員、玉木茂委員、植竹雅弘委員、佐藤宏委員、 

古谷忠委員、筒井雅治委員、小林朋子委員、堀内直美委員、伊藤都委員、岡本允久委員、 

富塚保委員、北原裕子委員 

欠席者：屋代ゆき子委員、車田宏之委員 

 

１．開会 

事務局 只今より「第 2回大田原市総合計画審議会」を開会いたします。 

議事に入る前に、資料の差し替え、追加がありますのでご確認ください。 

次に、今回新たに委員をお引き受けくださいました方のご紹介をします。 

大田原土木事務所次長兼企画調査部長の屋代紀明様です。 

続きまして、本日の会議ですが、委員 16 名中、13 名が出席、1 名が遅れて参加します

が、定足数を満たしておりますので会議が成立いたします。 

ここからの進行は小林会長にお願いします。 

会長 昨年 11 月の会議からだいぶ経ちますが、今回は骨子案が示されておりますので、皆様

から忌憚のないご意見、ご提案をいただければと思います。 

次第に沿って進行させていただきます。 

２．報告 ⑴策定スケジュールについて【資料 1】、⑵市民意識調査の結果について（概要）【資料 2、6】 

会長 ⑴、⑵は関連しているため、一括して事務局から説明をお願いします。 

事務局 資料に基づき、策定スケジュールと市民意識調査の結果（概要）について説明した。 

会長 土地利用対策について、一般的に市民は何を考えて土地利用対策の評価をし、必要と

考えるのか、どのような想定で調査票を作成していますか。 

事務局 土地利用対策という大きなテーマで質問をしてしまった点は、反省点であると考えており

ます。中心市街地をどうするか、中山間地域をどうするか、農地をどうするか、都市計画

区域をどうするかなど、区域ごとの土地利用を想定して質問をしております。 

会長 イメージしやすい質問もありますが、そうでないものもあります。 

質問については、総合的に考えたときにこうだという回答をする質問であるということで

理解しました。 

委員 土地利用対策については、廃校となった学校や保育園の利用を含んでいますか。 

事務局 学校や保育園は含んでおりません。あくまでも土地の話となります。 

３．議事 ⑴審議会委員提出意見について【資料 3】 

会長 審議会委員提出意見について事務局から説明をお願いします。 

事務局 資料に基づき、審議会委員提出意見について説明した。 

委員 語尾の修正が未了の箇所があるようです。 

事務局 文章については、全体的に再度確認をして修正いたします。 

３．議事 ⑵後期基本計画（骨子案）について【資料 4、5、7、8】 （総論、基本政策 1、2、3） 

会長 基本政策が 6つあるため、前半で総論と基本政策 1、2、3、後半で基本政策 4、5、6につ

いて説明をお願いします。まずは前半部分の説明をお願いします。 

事務局 資料に基づき、後期基本計画（骨子案）の総論、基本政策 1、2、3について説明した。 

委員 資料 4、P9、概況⑷、雅楽系とありますが、分類ではなく雅楽は雅楽です。栃木県の無形

民俗文化財でありますので、正確な表現をしていただきたいと思います。 

事務局 確認の上、必要に応じて修正いたします。 

委員 資料 4、P103、現状と課題、「5 つの酒蔵」と表現されていますが、数を表示しない方が良

いのではないでしょうか。 

事務局 確認の上、必要に応じて修正いたします。 
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委員 資料 4、P105、具体的な取組、「観光案内人の養成と拡充」について、実現に向けて施策

を展開していただきたいと思います。 

事務局 担当課にその旨を伝えます。 

委員 資料 4、P97、現状と課題、「しかし、その活動は地元経済への効果は薄く」は必要ないの

ではないでしょうか。 

事務局 確認の上、必要に応じて修正いたします。 

委員 資料 4、P10、概況⑸、「かつて生産が盛んであった唐辛子」とありますが、P103 では「大

田原市特産の唐辛子」としていますので、整合性をとり前向きな表現にした方が良いの

ではないでしょうか。 

事務局 確認の上、必要に応じて修正いたします。 

委員 資料 4、P55、施策の展開、「活かした」は常用漢字ではないため使用できないのではな

いでしょうか。 

事務局 確認の上、必要に応じて修正いたします。 

委員 資料 4、全体的に、「推進」（自主的）と「促進」（他者）の使い分けについて、それぞれの意

味を考慮した上で使用していますか。 

事務局 「推進」と「促進」の意味や使い方を間違えないよう各課に指示をした上で修正しておりま

す。 

委員 資料 4、P2、計画策定の目的、「複雑化」とありますが、「多様化」の方が相応しいのでは

ないでしょうか。 

事務局 確認の上、必要に応じて修正いたします。 

委員 資料4、全体的に、注釈があることは非常に良いと思います。難しい言葉についてはぜひ

注釈を入れていただきたいと思います。 

事務局 後期基本計画では巻末に用語集として一括して記載したいと考えております。再度確認

し、必要と思われる言葉を追加いたします。 

委員 資料 4、P58、現状と課題、「障害者等」とありますが、「障害者等支援が必要な人たち」と

いう表現が良いのではないでしょうか。 

事務局 確認の上、必要に応じて修正いたします。 

委員 資料 4、P82、現状と課題、「させなければなりません。」とありますが、「必要です。」等、

他の箇所と整合性がとれるような表現に変えたほうが良いのではないでしょうか。「ご参

加」とありますが、「参加」で良いのではないでしょうか。 

事務局 確認の上、必要に応じて修正いたします。 

委員 資料 4、P85、現状と課題、ウエストコビナ市やセントアンドリュース市との交流事業につ

いては記載しないのでしょうか。 

事務局 確認の上、必要に応じて修正いたします。 

委員 資料 4、P96、具体的な取組、「林道整備の推進」を重要テーマとしていただきたいと思い

ます。更に「林道及び作業道整備の推進」としていただきたいと思います。 

事務局 確認の上、必要に応じて修正いたします。 

委員 資料 4、P96、具体的な取組、「有害鳥獣対策」について記載していただきたいと思いま

す。 

事務局 確認の上、必要に応じて修正いたします。 

委員 資料 4、P96、施策の目標（指標）、林道開設距離の目標設定が過小ではないでしょうか。 

事務局 確認の上、必要に応じて修正いたします。 

３．議事 ⑵後期基本計画（骨子案）について【資料 4、5、7、8】 （基本政策 4、5、6） 

会長 後半部分の説明をお願いします。 
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事務局 資料に基づき、後期基本計画（骨子案）基本政策 4、5、6について説明した。 

委員 資料4、P121、施策の展開、「障害のある人とない人」という表現、P123、現状と課題、「障

害のある人もない人も」という表現は差別を感じます。差別を感じないような表現にして

いただきたいと思います。 

事務局 確認の上、必要に応じて修正いたします。 

会長 資料 4、子どもの貧困についての記載がないので検討していただきたいと思います。 

事務局 確認の上、必要に応じて修正いたします。 

会長 資料 4、大規模災害時、外国人に対して避難所で情報提供をするための対策（通訳等）

について記載がないので検討していただきたいと思います。 

事務局 確認の上、必要に応じて修正いたします。 

委員 資料 4、P163、具体的な取組、「サテライトオフィス等の整備によるテレワークの推進」と

は具体的にどんなことか教えてください。 

事務局 コロナ禍において、オフィスの分散化によるテレワークなどが推奨されており、都市部の

企業などの要望に大田原市としても応えられるように、テーマを挙げました。 

委員 八溝山周辺地域定住自立圏構想の中で、八溝山に入ると携帯の電波が入りません。そ

んなところでどうやって生活していくのか、どうやって人を呼ぶのか、矛盾を感じていると

ころがありましたので発言させていただきました。 

委員 資料 4、P147、具体的な取組、接触を要しないコミュニティツールとは具体的には何でしょ

うか。 

事務局 スマートフォンでライングループやＳＮＳを使っての情報のやりとりや、パソコンでＺＯＯＭ

を使って情報のやりとりが出来るため、人が集まらなくてもツールを使ってコミュニケーシ

ョンが出来るよう考えていきましょうという意味で、新たなテーマを挙げました。 

委員 資料 4、P147、具体的な取組、「接触を要しないコミュニティツールの推進」とありますが、

もっとスマートな言い方、例えば「ＩＣＴを活用したコミュニティの推進」などが良いのではな

いでしょうか。 

事務局 確認の上、必要に応じて修正いたします。 

委員 資料 4、P56、他、四角で囲まれた○○○○の部分には何が入る予定ですか。 

事務局 グラフや表、写真などが入る予定です。既存のグラフ等も最新データになる予定です。 

委員 資料 4、全体、大田原市の特徴を記載したほうが良いのではないでしょうか。（参考：とち

ぎ未来創造プラン、とちぎの強み等。） 

事務局 次期総合計画策定の際には参考にさせていただきたいと思います。 

委員 資料 4、P144、P145、現状と課題、「ソーシャルネットワーキングサービス（ＳＮＳ）」や「意

見公募手続（パブリックコメント）」と表現されていますが、逆に分かりづらくなっていると

思います。そのまま「ＳＮＳ」や「パブリックコメント」として良いのではないでしょうか。 

事務局 確認の上、必要に応じて修正いたします。 

委員 資料 4、P144、P145、具体的な取組、「オープンデータの推進」について、オープンデータ

をより開示するような表現が良いのではないでしょうか。また、市のホームページでオー

プンデータの場所が分かりづらいので、分かりやすい場所にあるとありがたいと思いま

す。 

事務局 確認の上、必要に応じて修正いたします。市ホームページにおけるオープンデータの場

所についても担当課に確認いたします。 

会長 帰った後や後日気付いた点があれば、事務局に連絡をしてください。 

協議事項は以上となりますので、進行を事務局にお返しします。 
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４．その他 

事務局 資料 9 については、審議会終了後、意見を提出していただくための用紙です。この用紙

に限らず、メール等でも提出可能です。8 月 31 日を提出期限とします。本日いただいた

意見については、確認・検討し、必要に応じて修正した上でパブリックコメントを実施いた

します。 

事務局 資料 8、用語集について、現在、注釈は各ページにありますが、後期基本計画において

は各ページの注釈を削除し、後期基本計画の巻末に用語集として記載したいと考えてお

りますが、異論はありませんか。 

会長 委員の皆様から意見がないようなので、事務局案で進めていただきたいと思います。 

５．閉会 

事務局 以上で「第 2回大田原市総合計画審議会」を閉会いたします。 

 


